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●9 月 21 日 山城ごちそうフェスタ 城陽市五里五里の丘 

暑い夏日の連続が 9 月になっても続いてきましたが、彼岸に入り少し秋らしくなってきまし
た。しかし、この日はカンカン照りで屋外での活
動はきびしいものでした。スタッフの皆さんは前
日の午後から道具や備品をトラックに積み込んで
用意を整えました。そして当日 8 時半ごろに集合
し店開きの準備が出来上がりました。テントが一
張りなので、竹エンピツと松かさツリー工作に加
えてコマまわしの三つの位置付けが大変でした。
午前中の来訪者は適当で順調にさばけましたが、
午後からは来訪者が途切れることなくこられて大
忙しでした。この催しは山城地域の人々が自慢の
食材を使っての取組でしたので「自然を大切にす
る仲間の輪を大きくする」としている里山の会は
少し場違いで参加すべきでなかったとの意見もあ
りましたが、親子連れで参加してくる人々が中心
で、私たちの工作体験ものづくりなどを中心にし
たブロックは非常に歓迎されたのではないかと思
われます。今回初めての参加でしたが、楽しい松
かさツリーに、お年寄りグループの皆さんも子ど
も達にまじって楽しんでおられたのが印象に残り
ました。簡単なもので作り上げられるという達成
感が得られるところに魅力があるのでしょう 
 
●第 3 回目の「きょうと☆いきものフエス 2025」が 9 月 27・28 日に京都植物園で開催 

２日とも 9:00 に開園されます。里山の会は
正門のメイン通路の真ん中で、➊｢竹蛇篭製作
講習会｣を開催いたします。7ｍの真竹を分割
して 60 本を持ち込んで蛇篭を参加者と一緒に
編み上げて行きます。参加費無料で里山の会
のスタッフがお手伝いをいたします。目標は
約 3.5ｍの物を２日で６本組み上げたいと準備
をしています。❷松かさツリー作りは２日間
で 200 個《＠200 円》❸竹エンピツつくりは
イーゼル 100 組《300 円》を普及でき説明を
お聞きいただければやりがいも勇気が湧くだ
ろうと思っています。❹その他、科学的反応を活かした工作等も用意できています。今回は３回
目の取組になり、準備計画も手慣れて会場の様子も随分改善され、屋外での出店数もすごく多く
なり多様な催しになってきたと思われます。里山の会から中学生の中沢さんと吉村さんが 27 日の
15:00 から活動発表を植物園本館の 2 階で、京都各地から来られている生き物好きの皆さんにお
伝えすることになっています。また２日目の 28 日正午には理事の太田さんが「やましろ里山の一



年の活動」と題して、１年間の活動をポスタ
ーで発表します。そして正面の里山のテント
では、主な活動の宣伝を 15 枚の大型パネル
で展示いたしますのでご覧になってくださ
い。 
 
●木津川で外来魚駆除を目的にした第 3 回子
ども釣り大会を 10 月 4 日に行います。 

要領は昨年通りで、子どもさん（中学生以
下）にワンドでの釣り体験をしていただきま
す。秋の気候になってきたように思えますが
熱中症を侮ってはなりません。帽子と飲料水
は確実に準備してご参加ください。里山の会
ではワンドの周囲は昨年と同様に除草作業を
行って皆さんをお迎えしようと思っています
ので、皆さん方も除草に協力をお願いしま
す。会では子ども用の竿は 40 本程度の準備で
きていますので気楽にご参加ください。参加
費は無料ですし、餌も当日配布いたします。
申し込み方法はホームページをご覧くださ
い。会場の関係で一応 20 組程度の参加を考えています。 
 
●10 月 1 日国交省近畿整備局主催の「RAC アシスタントリーダー講座」を受講 

今年は川や海での水難事故が沢山発生し大切な命が失われています。私たち里山の会はこうし
た重大事故を起こしてはならないと安全対策に対応してきました。この度、国交省から河川協力
団体に対して講座を設けたからとの案内をいただきました。会では年間を通して、木津川本川や
池・ワンドなどで水にかかわってのイベントをたくさん開催していますので、この講座での知識
を得て頂くことは大変重要であり貴重です。⾧丁場の学習と実践の取組ですが頑張ってくださ
い。さくらであい館 9:00～16:00 座学と現地体験実習  播川司 太田敏之 有田勉 金田徹 
中西あさ子 木下勉 大垣万梨子 大垣雅裕 山村武正 以上 9 名 
 
●イタセンパラの復元を目指す取り組み ワンドや中聖牛の生き物調査 摂南大学石田ゼミ学生 

里山の会は摂南大学とは友好関係にあり、親子花見乗船体験やイタセンパラの復元を目指す取
り組みなどで大変お世話になってきました。今年はワンドへの増水が見られず平穏な木津川でし
たので春の調査は中止でしたが、10 月には中聖牛や将棋頭型水制の変化もあり渇水が⾧く続いて
いるので調査が行われます。 
 
●幹部研修会の実施 初日は岐阜県各務原市森林救援隊の活動視察とイタセンパラの活動視察 
出来れば淡水魚水族館と犬山城 ２日目は岐阜羽島で江碕工場と農園活動の現状について 個人
負担は宿泊費のみ（7000 円～10000 円）この計画は確定できていませんが現地の都合で変更があ
りますのでご了承ください 交通手段は自家用や又はレンタカーを予定しています 
 


